
代表取締役社長 川合 大無：リビン・テクノロジーズ株式会社の代表しております、

川合と申します。よろしくお願いします。 

 

2023年 9月期第３四半期の決算説明をさせて頂きます。 

  



 

2023年 9月期第 3四半期のハイライトです。 

営業収益は 24.42 億円、営業利益は 3.22 億円、経常利益は 3.23 億円、当期純利益は

2.06億円となりました。 

 

計画通り、第１四半期、第２四半期、第３四半期と下期に向かうにつれ業績が拡大して

います。この増収ペースを継続して通期業績予想の超過を目指します。 

 

第３四半期単体では、過去最高の営業収益となりました。第３四半期の累計で通期業績

予想に対し、営業収益の進捗率は 69.8%、営業利益の進捗率は 64.5%になります。 

 

稼働ベースの月間平均クライアント数は、は 2,264社になります。ARPU（クライアント

あたり月間平均営業収益）は、136,619円になりました。 

  



 

続いて、営業収益・営業利益の通期業績予想の進捗です。 

第２四半期に続き、第３四半期においても業績が伸長しております。第３四半期までで、

通期業績予想の達成が視野に入る水準まで到達しております。 

 

2023年９月期 第３四半期の累計の営業収益は 24.42億円となりました。通期業績予想

に対する進捗率は 69.8%です。営業利益は 3.22 億円で、通期業績予想の対する進捗は

64.5%となりました。 

 

通期業績予想は営業収益 35 億円・営業利益５億円ですので、第４四半期で残りの営業

収益 10.58億円・営業利益 1.78億円をそれぞれ達成したいと考えております。 

  



 

第３四半期までの P/Lはご覧の通りです。 

 

営業収益・営業利益とも社内計画通りの実績となっております。通期業績予想の営業収

益 35億円・営業利益５億円の達成をこのまま目指してまいります 

  



 

四半期ごとの営業収益の推移です。 

第３四半期単体の営業収益は 9.28億円となりました。四半期単体での営業収益 9.28億

円はこれまでの四半期単体で過去最高を更新しております。 

  



 

営業利益に関しては、1.22億円になりました。 

これは、今までの第３四半期単体では過去最高となっております。 

 

  



 

続いて KPIの 1つ目、月間平均クライアント数になります。 

月間平均クライアント数は、2,264社となりました。堅調に推移しておりまして過去最

高を更新しています。 

  



 

KPIの２つ目、クライアントあたりの月間平均営業収益である ARPUは、136,619円とな

りました。 

こちらも月間平均クライアント数と同様、第１四半期、 第２四半期、第３四半期と順

調に推移しております。 

  



 

今期の重点施策とその進捗状況に関してです。 

 

１つ目が、クライアント数の増大です。 

主力サービスの『リビンマッチ』における「不動産売却領域」のクライアント数の増加

が最優先事項になっております。また、新サービスである『ぬりマッチ』と『メタ住宅

展示場』のクライアント数の増大にも努めております。現段階の進捗としては、月間平

均クライアント数が前年末と比較して 176社増加しました。 

 

２つ目が、新サービスの収益化です。 

外壁塗装のマッチングサービス『ぬりマッチ』と VR 住宅展示場の『メタ住宅展示場』

が該当します。第３四半期においては、『ぬりマッチ』の営業収益が伸長しました。 

 

３つ目は、M&Aの成約です。 

M&Aによって事業領域の拡大と、新しい収益源の創出を目指しております。進行期にお

いては、成約目標２件のうち１件成約しております。2023 年９月期中にもう１件の成

約を目指して、現在も対象企業と交渉を継続しております。 

 

 

 

https://www.lvnmatch.jp/
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４つ目が粗利フォーカスです。 

WEBマーケティング効率の改善と、粗利の高い商材の積極営業を行っています。集客効

率は引き続き継続的に改善しております。また、営業収益に占める高粗利商材の比率が

伸長しています。 

 

最後５つ目が、組織の改編になります。 

全部門を代表取締役の直下に配置し、部門を増設し業務遂行力を強化しようという目的

の下、第２四半期までで再編は完遂しております。 

  



 

３つの領域拡大と５つの重点施策についてです。 

前述の重点施策がどのような位置づけなのかをご説明させていただきます。 

 

拡大する領域の 1つ目の領域が「不動産売却領域」です。我々の主力サービス『リビン

マッチ』の不動産売却領域のマッチングサービスを、更に拡大させ、圧倒的ナンバーワ

ンを目指しています。こちらは粗利フォーカスとクライアント数増大によって拡大させ

てまいります。 

 

領域の２つ目が、「非不動産売却領域」です。『リビンマッチ』の「不動産売却領域」

に該当しないメニューや、外壁塗装の比較サービスの『ぬりマッチ』や、VR住宅展示場

の『メタ住宅展示場』などが挙げられます。クライアント数増大と、新サービスの収益

化が寄与します。 

 

領域３つ目が、不動産 DX領域の拡大です。ここでの不動産 DXは、主に不動産業界向け

の業務管理システムとなります。こちらは、M&Aでサービスラインナップを拡充させま

す。第２四半期において、不動産管理会社向けの営業支援 SaaSである『BAIZO KANRI』

の買収によってラインナップが拡大しました。 
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以上で 2023 年９月期第３四半期決算説明を終了させて頂きます。どうもありがとうご

ざいました。 


